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目的

日本海及び津軽海峡を中心に漁獲されるウスメバルは「海峡メノ勺レ」として全国的に有名であり、高級

魚として取り扱われている。過去には1，000トンを越えていた青森県の漁獲量が最近では3∞トン前後と低

迷している。そこで、資源回復の一方策として栽培神業化ならびに養殖漁業化の可能性を探るために、親

魚養成、種苗生産、中間育成、養殖の技術開発を検討する。

材料と方法

1 安定量産技術開発

(1) 親魚養成

養成親魚として平成18年度に養成した2ω尾を使用した〈表。。養成水槽は、 4"-'10月まで30rri円形

RC水槽休深3m)を用い、 10月以降、収容密度の交尾への影響を調べるため、 20rri円形RC水槽休深

1m)も使用した。収容密度試験は、表2に示したように2.0尾/rriと5.4.尾/rriを設け、次年度に産仔を

調べることとした。

水温管理は、 6月までは、ウスメバルの生息水温及び適水温の報告掛から、ウスメバルの適水温を

12"-' 16"Cとみなし、養成水温を調整していたが、 6同 10月は摂餌状況を観察しながら冷却循環装置及

び冷却海水とろ過海水を用い20"C以下に調整した(表3)。また、 11月からは加温海水を混合し、本種の

生息海域である本県日本海の十三線で観測された対馬暖流の最高水温の平均併く深1∞m)3)を参考に、

養成水温が9"Cを下回らないようにした(表心。

餌料は、冷凍のイカナゴ、スルメイカ、アジの切り身及び冷凍オキアミのいずれかを、 1日1回給餌

した。

褒1平成18年からのウスメバル親魚候補

2∞6/7/4-5測定 2006年度 .2007年度

尾数 全長
へい死

PITタグ 尾数
追加 2007年3月 へい死 2008年3月
尾数 末の尾数 尾敏 末の尾敏

(尾) (mm) (尾) (尾) (尾) (尾) (罵)

無し 130 131-238 20 111 8 103 

有り 115 170-325 17 98 5 93 

合計 245 37 209 13 196 

表2ウスメバル観魚候補の養成密度 褒3ウスメバル輯魚の飼育水の系列

年月日 年月日
ろ過 加温冷却冷却

-2∞7/10/15 2∞7/10/16- 潟水潟水海水循環

- 2007/5/20 • • 
尾数 201 161 40 2∞7/5121 - 2∞7/6/13 • 

2∞7/6/14 - 2007/6121 • • • 
30m円形RC 30m円形RC 20m円形RC 2007/6/22 - 200718/21 • • 養成水槽
水深3m 水深3m 水深1m 2∞7/8122 - 初日7/10/21 • • • 

2007110/22 - 2007/11/20 • 
養成密度 6.7尾1m 5.4尾1m 2.0尾1m 2∞7/11/21 - 2∞8/1/6 • 

2008/1/7 - • • 
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褒4ウスメバル観魚の支毘から産仔時期の養成水温

水深 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

十三西方に 』

おける対馬暖涜 ー-
18.13 14.74 11.10 9.95 8.84 9.04 11.17 

最高水温
(1963-2006年 5伽n

の平均)※
("C) 
養成水温
("C) 

1飢)m

17.98 15.11 

15.30 14.68 

15-14 13-11 

11.43 10.20 8.99 9.∞ 

11.22 10.08 8.90 8.82 

10 9 9 10-11 

※漁蒼冨亨報蘭房事豪語裏事吾書I責蕩曹直記蘭する情事白蓮供)平成184夏、育轟東末産総査研究センター、
平成19年8月、から引用

ω 産仔

9.86 

9.22 

3月15日、 3月23日及び4月18日に養成親魚の中から腹部の膨満した個体を選別し、カニュレーショ

ンを行い生殖腺の発達状態を把握し、成熟個体18尾を産仔用水槽(黒色シートで覆った1nfパンライ

ト水槽)6面に収容し、遮光幕で水槽上部を覆って産仔を待った。

産仔用水槽には調温海水を用い、 12"C以上に管理した。また、産仔用水槽に収容後は給餌を行わな

かった。

(3) 種苗生産誤験

3月22日に産仔された仔魚23，0∞尾〈以下、 3122群)、 3月23日産85，αm尾のうち65，αm尾ιL下、 3123
群)、 4月9日産58，αm尾(以下、 419群)、 4月27日産40，αm尾(以下、 4127群)をそれぞれ5nfFRP製円形
水槽に収容し、 3月15日産(以下、 3115群)を黒色シートで覆った1nfパンライト水槽に収容し、種苗生

産に供した。

飼育用水は調温海水を用い、 11"C前後から飼育を開始した。

餌料は、I.mlワムシ、アルテミア及て用己合餌料を用い、給餌期間を表5に示した。生物餌料の栄養強

化は、 u型ワムシにはスーパ一生クロレラV12(クロレラ工業(掬動、アルテミアには泊2群にはイ
ンデ、イベプラス(ジェイシーケイロウピン貿易(栂動を使用し、それ以外の群にはスーパーカプセ/レ

A-1(クロレラ工業(樹齢を用いた(表6、7)。

飼育水槽には、生クロレラV12(クロレラ工業(株)鋤を飼育水に50.......1∞万田乱/mlになるよう39

日令まで糊口した。底掃除は0.......3日令は行わず、その後は毎日行い、その際にへい死数を確認した。

表5ウスメバル種苗生産の餌科系列(平成19年)

日 令

餌料種類 。10 20 30 40 50 60 70 
L型ワムシ

(目令) ω-30) 

アルテミア
{目令) (5-69) 

E合飼料
(自令) (31-) 

表6ワムシの栄養強化(平成19年} 褒7アルテミアの栄養強化{平成19年)
区 分 朝給餌 タ給餌 区 分 朝給飼 タ給餌
強化時水温 15"C 15"C 強化時水温("C) 20"C 20"C 
最大密度(個体/ml) 2∞ 2∞ 最大密度{個体/ml) 60 60 

強化時刻l 8:初 15却 8:30 強化時刻 15・30 15却霊日8却

スーI~一生クロレラV12(ml/rT!) 4∞ 1∞ 4∞ 
インディペプラス(g/rT!) 150 150 

スーパーカプセル'A-1(ml/耐) 3∞ 3∞ 1∞※ 
強化時間(h) 17-24 7 強化時間(h) 19 24-7※ 
給餌時刻l 翌日8:30 15・30 給餌時l1J 翌日10:30 翌日15:30

※スーパーカプセルA-1のみ翌日8:初、追加強化
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(必仔魚のワムシ、アルテミアの摂餌及び消化に関する試験

本試験におけるウスメバル仔魚のワムシ摂餌個体数は、ウスメバル仔魚をスライドグラス上に取り

カバーグ、ラスで圧迫し、生物顕微鏡4∞倍下で、消化管内のワムシ阻噂器を計数し、ワムシ個体数と

した。またアルテミアについては、同じく、消化管内のアルテミア外殻を計数し、アルテミア個体数

とした。

①ワムシ摂餌試験 表8ワムシ榎餌鼠験の飼育条件(3/23群)

飼育条件を表8に示した。 年月日 2007/3/28 2007/3/29 2∞7/3130 

3/23群について、仔魚の水t闘 IJのワムシ摂 日令 5 6 7 

僻伏況を把握するため、3月28日(5日令)から3
飼育水温(OC) 11.1 11.6 12.2 

収容尾数 65，000 

月30日(7日令)まで、 5rri'飼育水槽の飼育水温
ワムシ給餌個体数

を11.1""12.20Cに変化させ、ワムシ摂餌個体 (万個体10.5日15m) 500 500 500 

数を給餌後2時間以降、 1時間毎に10尾を取り 全長 平均:!::SD 6.0:!::O.2 

出し消化管内のワムシ個体数を計数した。
(mm)・(最小~最大) (5.5-6目4)

② ワムシ飽食時間試験

3/23群(6日令)の仔魚を用いて、ワムシ飽食までの時間を把握するため、 3月28日に5rri'飼育水槽内

に30Qパンライト水槽を浮かべ、調温海水30Qを入れ、生クロレラV12を飼育水と同様に駄目し、水

温が飼育水と同等になったことを確認した後、タ給餌前に仔魚を30Qパンライト水槽に収容し、翌

日の3月29日の朝給餌前に空胃であることを確認した後、ワムシを給餌し、給餌後0""4時間後まで1

時間毎に10尾を取り出し消化管内のワムシ個体数を計数した。

③ ワムシ消化時間試験

3庖3群(7日令)の位魚を用いて、ワムシ飽食後の消化時間を把握するため、 3月29日に5rri'飼育水槽

内に30Qパンライト水槽を浮かべ調温海水30Qを入れ、生クロレラV12を飼育水と同様に糊日し、

水温が飼育水と同等になったことを確認した後、翌日の3月30日の朝給餌後2時間が艦畠しワムシの

飽食を確認した午前10時30分に、仔魚をワムシを給餌しない30Qパンライト水槽に収容し、飽食後O

""5時間後まで時間毎に10尾を取り出し消化管内のワムシ個体数を計数した。

④ アルテミア摂餌試験

飼育及び識繰件を表9に示した。 表9アルテミア摂餌賦験の飼育条件(3/23群)

3123群(12日令)の仔魚を用いて、アルテ

ミアの摂餌状況を把握するため、 4月3日に

5rri'飼育水槽内に30Qパンライト水槽を浮

かべ、調温海水30Qを入れ、生クロレラV12

を飼育水と同様に添加し、水温が飼育水と

同等になったことを確認した後、翌日の4

月413の朝車舘耳前に、イ子魚を30Qパンライト

水槽に収容し、量産飼育試験の給餌量の10

倍にあたる500個体IQの密度でアルテミア

のみを給餌し、 0""5時間後まで1時間毎に

10尾を取り出し、消化管内のアルテミア個

体数を計数した。

(5) 照度別飼育試験

飼育及び補発条件を表10に示した。

年月日 2007/4/2 

日令 10 

飼育水温(OC) 11.9 

水槽水量

収容尾数

給餌個体数
(万個体10.5日)

給餌密度
(個体12/0.5日)

全長 平均:!::SD 6.4:!::O.2 

(mm) 
(最小~最大) (6.0-6.8) 

2007/4/4 鼠験区

12 12 

12.5 12.5 

5m 302 

65，000 1∞ 
ワムシアルテミア アルテミア

500 25 1.5 

1，000 50 500 

3/23群の仔魚85，000尾のうち20，∞0尾を用いて、照度別の飼育試験を行った。対照区には量産飼育
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試験と同様に、飼育水に生クロレラV12を50"" 表10照度別飼育鼠験

100万sell/mlになるよう添加し、遮光区には生

クロレラV12の飼育水への添加に加え、上部を4

重にした遮光幕で覆い、外部が4501uxの時に、

水槽内部をOluxとした。

試験に用いた水槽は黒色シートで、覆った1rrf

パンライト水槽2面で、uwワムシ、アルテミア
の栄養強化方法は種苗生産と同様とし、アルテ

ミアの栄養強化にはスーパーカプセノレA-1を用

いた。

(ω 中間育成試験

産仔月日

収容尾数(尾)

L型ワムシ給餌量
(個体数Iml日)

アルテミア給餌量
(個体数Iml巨)

飼育水温

飼育水槽

飼育条件

計測時照度

対照区 遮光区

2007/3/23 (3/23群)

10，000 10，000 

100-2∞万

10-20万

9.2-13.40C 9.4-12.30C 

1mパンライト水槽

生クロレラ添加

450lux 

生クロレラ添加
+遮光幕4重

o lux 

平成18年10月から小、泊漁協が小泊漁港の網生責で飼育していたウスメバル幼魚の中間育成は、 6月

22日まで実施した。

また、今年度は6""7月にかけ青森市後潟~奥内のホタテ養殖施設周辺で、青森市漁協奥内支所及び

後潟漁協の神業者の協力により採集した天然ウスメバル稚魚を当所で、育成後、 8月7日から小泊漁協で、

また8月28日から炉作漁協で、網生賓(小泊漁港4X3X3m、炉作漁港5X5X3m、各1面)による中

間育成を行った。

車舘耳は、配合飼料を基本的に朝夕2固としたが、摂俳伏況を見ながら適宜回数、給餌量を調整した。

2 種苗放流技術開発

放流後の移動、成長等を把握するため、小泊漁港と炉作漁港で中間育成したウスメバル幼魚にアンカ

ータグを装着し、標識放流を実施した。放流は小泊群は船上放流し、炉作群は漁港内へ陸上から放流し

た。

3 養殖技術開発

脇野沢村漁協で平成18年10月11日から飼育している1，000尾に加え、天然ウスメノ""!同位魚2，000尾を用

い、 8月11日から網生賓(5x5x4m.)と、冬季の低温対策用に陸上水槽(20rrf8角形RC水槽)を使用して養殖

試験を行った。

市合餌は、配合飼料を基本的lこ1日1固としたが、摂餌状況を見ながら適宜回数、京合室耳量を調整した。

結 果

1 安定量産技術開発

(1)親魚養成

①養成水温の推移

平成19年4月から平成20年3月までの養成水温を図1に示した。

平成18年までは6""10月に160C以上になっても摂餌量の低下は見られず、 200C以上になると摂餌

量の低下が見られ、一部がへい死したことから、平成19年は200C以下に調整した結果、高水温によ

ると思われるへい死はなかった。

また、平成18年と平成19年に種苗生産試験で生残率が低く、得られた稚魚が100%上顎骨の奇形

で、あったため、仔魚の上顎骨が形成され始めると思われる産仔前の養成水温が天然より高いことが

奇形の原因であることを疑い、平成20年の産仔時期に向けて養成水温の見直しを行い、正常な位魚

を得る目的で、本県日本海の十三線で観測された対馬暖流の最高水温の平均3)にJII頁った水温とした。

さらに4月に産仔させるため、 10""11月はろ過海水のみで、 11月からは加温海水及びろ過海水を用
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25 
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5 

0 
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。

2007/8 2007/10 2007/12 

• 30m養成水温

・20m養成水温
oろ過海水水温

2008/2 

国1ウスメバル親魚の養成水温とろ過海水水温の推移

年月

い、交尾時期と思われる11"-'12月から平成20年4月までの養成水温が、約1ヶ月早く推移するように

調整した結果、 10"-'3月において8.1"-'18.5"Cの範囲で推移した。

②養成親魚の生残

4月には209尾の親魚を養成していたが、 4月12日に成熟雌個体として産仔水槽に収容後、産仔出

来ずに1尾がへい死し、 10月12日に冷却晦水の流量調整不良とエアレーション停止が重なり、酸欠

により3尾がへい死した。

10月16日からの養成では、 30rd水槽で12月26日に白点病により1尾がへい死した他、原因不明で

5尾、水槽からの飛び出しで2尾がへい死した。また、 20rrf水槽群では、水槽からの飛び出しで1尾

がへい死した。両養成群合わせて平成19年度には合計13尾がへい死し、平成20年3月末には30rrf.水

槽で157.尾、 20rd水槽で39，尾の計196，尾を養成することができた。

なお、 12月26日に30rrf水槽で白点病により1尾がへい死した際には、同水槽で多数の個体が白点

病に.AJ患していた。この時の養成水温は11.1"Cで、加温海水のみで養成していた。養成水温は維持

しながら、加温海水の温度を上げて、ろ過海水を混合し換水率を上げること、等の対応を行い、平

成20年1月初旬には症状は無くなった。

また、平成18年2""6月に親魚を入手した際に、ウスメバルの鰭の軟条先端に寄生虫が観察され〈写

真1、2、3)、平成18年7月4、5日の魚体測定の際に、鰭毎の寄生状況を確認し、寄生虫のサンプル

と魚体測定データを広島大学の長揮和也教授へ提供したところ、寄生虫はカイアシ類のソイマノレナ

ガクピムシ(αrabellaparva)で、わが国では初の記録として報告された制。本寄生虫は魚体の健康

状態に悪影響を及ぼしている様子は観察されず、魚体測定時に毛抜きで物理的に除去することで、

その後の再発は認められなかった。

写真1ソイマルナカクピムシが背錨 写真2背錨軟最先端に寄生するソ 写真3寄生したソイマ

に寄生したウスメパJレ イマルナカクピムシ(雌成虫) ルナカクピムシ

雌成虫

包) 産仔

成熟雌個体の産仔水槽への収容から産仔までの水温の推移を図2に、魚体組成と産仔状況を表11に

示した。

水温は、取り上げ時の養成水槽とほぼ閉じ12"C以上に維持したが、位魚種との競合による加温海水
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の流量変化により一時10.9'Cまで低下した。

産仔候補として産仔水槽に収容した18尾のうち、カニュレーションで仔魚を確認した8尾は、 3月22

日""""4月27日に3尾が正常に産仔し、 2尾が一部産仔し、 2尾は全死産、 1尾が産仔出来ずにへし、死した。

カニュレーションで未受精卵と確認した10尾は全て異常割防Hした。

得られた仔魚は計214千尾であった。

なお、 3""""4月に取り上げた成熟雌個体でカニュレーションの結果、未受精卵であった個体が多く観

察されたため、高密度養成により交尾が正常に行われていない可能性を疑い、 10月16日からは30rri円

形:RC水槽休深3叫に161尾、 20rri円形:RC水槽休深1凶に40尾を収容し、養成密度を変えて平成;20年

の産仔に向けて養成を継続した。
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P 10 
漏 8
耗 6
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0 
2007/3/1 2∞7/3/31 

園2成熟睡個体の産仔水槽収容から産仔までの水温の推移(平成19年)

表11ウスメバル成熟雌個体の魚体組成及び産仔状混(平成19年)

No. 測定年月日
全長 体重 産仔後体重力ニユレーション産仔状況産仔年月日 産仔尾数
(mm) (g) (ρ 結果 (尾)

2007/4/30 

年月日

備考

1 2007/3/15 259 491 365 仔魚 一概産仔 Z∞'713122 23，似10 +死産:63，0∞
2 200713/15 278 581 462 仔魚 産仔 2∞713/23 85，0ω 
3 2007/3/15 280 474 392 仔魚 一郁産仔 2∞71412 8，4∞ +死産:46，飢10
4 2007/3/23 255 371 316 仔魚 産仔 2∞7/4/9 58，000 
5 200714/18 270 510 422 仔魚 産仔 2∞7/4/27 40，0∞ 
6 2007/3/15 286 582 505 仔魚 死産 2∞7/418 全死産:68，∞o
7 2∞7/3/23 266 426 376 仔魚 死産 2∞7/4/8 死産仔魚数不明

8 2007/3/15 305 678 502 仔魚 産仔出来ずにへい死

9 200713115 275 511 456 来受精卵 排卵

10 20 1m 7~軍主 466 378 来受精卵 排卵

11 200713/15 246 389 334 未受精卵 排卵

12 2 β宙13 279 517 409 未受精卵 排卵

13 200713115 231 282 259 未受精卵 排卵

14 200713/23 238 323 270 来受精卵 排卵

15 200713/23 240 327 265 未受精卵 誹卵

16 200714/18 313 733 未受精卵 排卵

17 2007 118/4 290 585 未受精卵 排卵

18 2∞7/4/18 266 427 未受精卵 排卵

計 3/15-4/18 231-313 282-733 214，400 

(3) 種苗生産誤験

種苗生産結果を表12に、種苗生産期間中のへい死尾数の推移を図3に示した。

今年度は、 3月22日""""4月27日の聞に産仔された仔魚214，4∞尾のうち、 3122群23，∞0尾、 3/23群

65，0∞尾、 412群8，却0尾、 419霊平58，000尾、 4127君剃0，000尾の計194，4∞尾を用いて飼育を行った。

3/23群では75日間の飼育で平均全長5.8mmから24.8mmに成長し、 1，500尾を取り上げ、その生残

率は2.3%で、 419群では29日間の飼育で平均全長5.4mmから8.9mm.に成長し、 1，530尾を取り上げ、

その生残率は2.6%であった。

また、生残魚は全て上顎骨が奇形であった。

-3倒ー



一方、 3122群では15日令までの減耗が大きく、 29日令で飼育を中止し、4/2群では4日令までの減耗

が大きく、 18日令で飼育を中止し、4/27群では10日令までと14""17日令の減耗が大きく、 25日令で

飼育を中止した。減耗要因は不明であった。

表12ウスメバル産仔及び量産飼育結果(平成19年)
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種苗生産期間中のへい死尾散の推移

(4) 仔魚のワムシ、アルテミアの摂餌及び消化に関する試験

① ワムシ摂餌試験

3/23群について、 3月28日(5日令)から30日(7日令)まで、 5rrf飼育水槽の飼育水温を11.1"-'12.2"C 

に変化させ、ワムシ給餌後2時間以降の消化管内のワムシ個体数を計数したところ、飼育水温が

11.1"Cであった3月28日には、ワムシ給餌後2'"'"'6時間箇晶してもワムシを摂餌していない空胃個体

が観察され、飼育水温を11.6"Cとした3月29日には、給餌2時間後に1個体のみワムシを摂餌してい

る個体治宝観察されたものの、それ以降は全ての個体でワムシの摂餌が確認され、飼育水温を12.2"C

とした3月30日には、給餌後2時間以降には全ての個体でワムシの摂餌が確認された(図4、表13)。
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表13ワムシ摂餌状況(3/23群)
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国4日令別の消化管内ワムシ個体教の推移(3/23群)

② ワムシ飽食時間試験

3/23群(6日令)の仔魚を用いて、ワムシ飽食ま

での時間を把握するため、ワムシ給餌から4時

間後まで、仔魚の消化管内のワムシ個体数を観

察した結果、給餌後2時間まではワムシ摂餌個

体数が増加し、その後は摂餌個体数が一定とな

ることから、 6日令の仔魚ではワムシ車合餌後1""'

2時間の間でワムシを飽食することが確認され

た(図的。

③ ワムシ消化時間試験

3/23群(7日令)の仔魚を用いて、ワムシ飽食後 50 

の消化時間を把握するため、ワムシを飽食した

と考えられる2時間から、仔魚の消化管内のワ

ムシ個体数を観察した結果、給餌後7時間後で、

ほぼ全ての個体で消化管内にワムシが確認さ

れなくなった(図6)。

④ アルテミア摂餌試験

3庖3群(12日令)の仔魚を用いて、アルテミア

の摂餌状況を把握するため、アルテミアのみを

車合餌した後0""'5時間まで、消化管内のアルテミ

ア個体数を観察した結果、時間の経過とともに

平均摂餌個体数、最大摂餌個体数は増加したが、

給餌後5時間を経過してもアルテミアを摂餌し

ない個体が石留君、された(図7、表14)。

表14鼠験区仔魚の消化智内アルテミア個体数

給餌後経過時間(h) 0 0.5 235  

最大 O 

消化管内個体数最小 口

平均 0 

空胃個体数(尾) 10 

※測定尾数10尾
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(5) 照度別飼育試験

試験期間中のへい死尾数の推移を図81こ、試験結果を表15に示した。

量産飼育と同様に飼育水に生クロレラV12の添加のみとした対照区では、 28日令で平均全長

8.1mmの稚魚3，679尾を取り上げ、その生残率は36.8%で、あったが、遮光幕を4重にし水槽上部を覆

い、計測時の水面の照度がOluxであった遮光区では、 5日令前後から水面に異常浮上する個体が多

く観察され、 6日令以降は減耗が大きく、 12日令で全滅した。また、遮光区では平均全長も収容時

の5.8mmから5.6mmへと萎縮し、脊椎骨の湾曲した個体も観察された。
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照度別飼育試験中のへい死尾散の推移園8

表15平成19年のウスメバル産仔の照度別飼育試験結果

計測時

照度
(%) 

。。

36.8 

取揚げ時
全長(mm)

平均:t:SD

(最小~最大)

5.6:t:0.2 

(5.0-5.8) 

8.1 :t:0.8 

(6.3-9.3) 

生残率
取り上げ
尾数

収容時
全長(mm)

平均:t:SD

(最小~最大)

使用水槽収容尾数

。
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産仔年月日

2007/3123 
(3/23群)

3，679 10，000 1 x 1面対照区

中間育成試験

中間育成試験結果を表16に、育成中の全長の推移を図91こ、肥満度の推移を図10に示した。また、

飼育期間中の飼育水温の推移を図11に示した。

平成18年10月12日に平均全長75mmで、中間育成を開始した小泊飼育群(平成18年群)で、は、延べ飼育

日数253日間で、平均全長121mmlこ成長し、その生残率は21.5%で、あった。生残率の低下は生責網の破

損による稚魚の一部流出によるもので、あった。

また、 8月28日に平均全長68mmで、中間育成を開始した炉作飼育群で、は、延べ飼育日数:65日間で平

均全長91mmに成長し、その生残率は97.8%で、あった。

なお、飼育期間中の水温は、小泊で5----260C、炉作で;17.5----24.90Cの範囲にあった。

(5) 

表16ウスメパJレ中間育成試験結果(平成19年)
開始時 (n=30)

全長(mm) 体重(g)

平均:t:SD 平均±
(尾)
(最小~最大) (最小~最大)

75:t:8 6.5:t:2.2 網生策

(52-89) (2.3-11.8) (5mX5mX3m) 

62:t:4 4.0:t:且7 網生笹

(55-68) 也6-5.7) (4m X 3m X 3m) 

68:t:5 5.5土1.2 網生貸

(59-76) (3.0-7.2) (5m X 5m X 3m) 

生残率体重(g)

平均:t:SD

(最小~最大)

28.1 :t:5.6 
21.5※ 

(15.2-42.5) 

終了時 (n=30)

尾数 全長(mm)

平均:t:SD
(尾)
(最小~最大)

121 :t:8 

(103-139) 

尾数
実施機関名

(%) 

飼育
回数

年月日施設種類年月日

323 253 2007/6/22 2006/10/12 1.500 

小泊漁協

中間育成中

2007/11/1 97.8 

-307 

13.4:t:2.2 

(9.1-16.9) 

91 :t:5 

(81-100) 
4.402 65 

4.500 

自戸作漁協 2007/8/28 4.500 

※生餐網破損により一部流出

2007/8/7 



150 

120 

。E画晴 " ω ・2006/10/12・小泊 主 + ! 
+200718/28・炉作

30 H・20071817・小泊

15 

T
I
-
-
1
4
 

T'E-
T
I
-
-
4
 

20 

制
棋 10
恩

.2006/10/12・小泊・200718/28..戸作
・200718/7・小泊5 

。 。
07/4 07/6 07/8 07/8 07/10 07/11 

年月
園9 中間育成中のウスメバルの
全長の推移

0714 07/6 07/8 07/8 07/10 07/11 

年月

園10 中間育成中のウスメバルの
肥満度の推移

30 

25 

20 

ρ 
通15
咲

10 
-.-

5 
-も. _. -F 

0 

2007/4 200716 2007/8 2007/10 2007/12 2008/2 

園11 中間育成中の飼育水温の推移 年月

2 放流技術開発

ウスメバルの標識放流結果を表17に示した。

小泊漁港で6月22日に中間育成を終了した323尾と、自戸作漁港で11月1日に中間育成を終了した4，402

尾のウスメバル幼魚にアンカータグを装着し、小泊では放流場所まで船で運び、船上放流し、炉作では

悪天候のため陸上から炉作神港内へ放流した。放流種苗は、いずれも海面付近に滞留することなく樹子

した。

なお、標識魚の再捕報告は平成15年に2例、平成16年lこ1例が報告されているが、今年度は新たな報告

は無かった。

表17ウスメバル標識放流結果(平成19年)

放流サイズ(n=30)

全長(mm) 体重(g)

平均:f::SD 平均士SD

(最小~最大) (最小~最大)

121 :f::8 28.1 :f::5.6 
小泊漁協 2007/6/22 323 

(103-139) (15.2-42.5) 

91:f::5 13.4:f::2.2 
亀戸作漁協 2007/11/1 4.402 

(81-1∞) (9.1-16.9) 

合計 4，725 

308-

放流尾数 肉標識尾数
(尾) (尾)

放流場所 標識種類実施機関名 年月日

323 小泊漁港沖、七ツ石D=7m
白色アンカータグ
(片側切除)

4，402 炉作漁港内 黄色アンカータグ

4，725 



3 養殖技術開発

養殖試験の結果を表18に、全長の推移を図12、肥満度の推移を図13に、給餌量を表19に、飼育水温及

び給餌量の推移を図14に示した。

平成18年10月11日に平均全長81mm、平均体重8.8gで養殖試験を開始した脇野沢飼育群(平成18年群)

は、 12月13日には経過日数428日間で平均全長157mm、平均体重71.6gに成長しており、 8月11日に平

均全長67mm、平均体重5.1gで養殖試験を開始した脇野沢飼育群(平成19年群)は、 10月1日には経過日数

51 日間で平均全長74mm~こ成長しており、各群とも引き続き飼育を継続中である。

脇野沢での平成19年4月から平成20年3月までの飼育水温は、 6.8.......25.1"cの範囲で、あった。なお、冬

期間の低水温対策として、 2月17日から4月24日までと、平成20年2月12日からは陸上水槽に収容したの

で、この期間は加温海水を混合した陸上水槽での飼育水温である。

また、脇野沢での給餌量の月ごとの平均値をみると平成18年群では、 4月~平成20年1月は116.......948g

で、平成19年群では8月~平成20年1月は205.......701gであった。

表18-1ウスメバル養殖賦験における魚体測定結果・平成18年群(平成19年)

開始時(n=30) 測定結果(n=30)

実施機関名
種苗

尾数
由来

年月日 2006/10/11 2007/4/26 2007/6/19 2007/9/20 2007/12/13 

(尾) 経過回数 (197日間} (251日間) (344日間) (428日間)

全長 平均::!:SD 81::!:10 1∞::!:4 122土6 130::!:8 157::!:6 
2006年 (mm) (最小~最大) (56-釘)

脇野沢村漁協 採捕 1，0∞ (100-116} (110-132) (110-143) (145-170) 

天然0+ 体重 平均::!:SD 8.8土3.0 20.5土2.9 29.3::!:4.6 48.7::!:6.6 71.6::!:8.6 

一 (g) (最小~最大) (2β-13.9) (14.0-26.0) (20.5-37.0) (37.0-66.0) (56.0-86.5) 

表18-2ウスメバル養殖鼠験における魚体測定結果・平成19年群(平成19年)

開始時(n=30) 測定結果(n=30)
種苗

実施機関名 尾数
由来

年月日 2007/8/11 2∞7/10/1 

2∞7年
脇野沢村漁協 採捕

天然0+

200 

事EE1∞. 時

50 

。

(尾) 経過日数 (51日間)

全長 平均::!:SD 67::!:4 
(mm) (最小~最大) (57-76) 

2∞o 
体重平均::!:SD 5.1::!:1β 

(g) (最小~愚大) (3.0-7.2) 

E E 

74::!:5 

(62-83} 

35 

30 

25 

護Ea2105 

10 

5 

。
07/4 07/6 07/8 07/10 07/12 08/2 08/4 07/4 07/6 07/8 07/10 07/12 08/2 08/4 

園12 養殖鼠験中のウスメバルの 年月 困13聾殖民験中のウスメバルの 年月

30 

25 

~ 20 
0 
0 

通15
耗 10

5 

0 

全長の推移 肥満度の推移

-飼育水温

圃2006年群・給餌量・日平均

企2007年群・給餌量・日平均

07/4 07/5 07/6 07/7 07/8 07/9 07/10 07/11 07/12 08/1 08/2 08/3 

園14養殖賦験中の飼育水温と給餌量
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表19ウスメバル聾殖鼠醸の飴餌量

実施機関名 種首由来 項目 年月
2006 
10 

2006年 給餌量 日(最小~最大) 33-470 

採捕 (g) 月合計 4，303 

天然0+ 日平均 287 
給餌日数(日) 15 

167-333 

2007 
4 5 6 
15-304 37-367 140-1，000 100-1，400 

1，741 4，077 7，492 13，930 
116 215 535 871 
15 19 14 16 

2007 2008 
9 10 11 12 
300-850 450-1，000 565-1，320 120-1，015 260-575 

8，240 15，735 15，160 4，155 1，930 
589 749 948 416 386 
14 21 16 10 5 
100-463 303-8∞ 402-940 283-920 367-427 
6，452 9，398 11，212 5，877 1，980 
269 522 701 588 396 
24 18 16 10 5 

年月

脇野沢村漁協 加06年
採捕
天然0+

給餌回数{日)

日(最小~最大)
2007年 給餌量

月合計
採捕 (g) 
天然0+ 日平鈎

給餌回数(日)

8 

日(最小~最大} 450-1，045 
給餌量

月合計 14，525 
(g) 

日平均 692 
21 

幻

5

i

6
町
村
川

q

d

i

i

 

考 察

1 安定量産技術開発

(1)親魚養成

12月26日に30rri水槽で白点病により1尾がへい死し、同水槽で多数の個体が白点病に擢層、していた。

過去にも、同様の水温と加温海水のみで親魚養成を行っていた平成17年11月中旬から白点病が発生

し、 200尾以上を養成していたうち3尾を残し、ほぽ全滅させた事例があることから、当研究所でのウ

スメノ切養成親魚に発生する白点病がこの水温帯(11'" 12"C)で発生しやすく、また温海水のみによる

飼育で換水率が低下することも原因と考えられる。

このことから、冬期間も設定した最低水温を維持しながら加温海水とろ過海水を混合し、換水率を

高めることが、白点病の予防につながるものと恩われる。

(2) 産仔

平成19年3"'4月には209尾の養成親魚から、腹部の敵前した成熟雌個体18尾を取り揚げ、カニュレ

ーションの結果8尾(44%)が正常な仔魚であり、 10尾(56%)が未受精卵で、あった。これは平成14年~平

成17年の養成親魚の受精率そ受精確認、個体動腹部勝蘭個体紛の18"'32%に比べて、やや高い比率であ

ったが依然として低い。また、受精が確認された8尾のうち、正常に産仔したのは3尾(37.5%)と、過

去の事例と比べ同様の結果で、あった。

このように受精率が低かった原因として、交尾が行われていないか、あるいは交尾は行われている

ものの胎内で受精が成立していなし、かが考えられる。

クロソイでは、交尾期に雄が雌に対して明確な追尾行動を行い、追尾行動の終了後にカニュレーシ

ョンにより卵巣腔液を採取し、精子の有無を観察することで、交尾を確認できる6}。

しかし、当研究所で、のウスメバル養成親魚で、は、交尾時期の追尾行動は観察したことが無く、交尾

時期が明確で無いため、交尾の有無が判断出来なかった。

まず、交尾が行われていない原因として、高密度飼育によるストレスで、交尾が阻害されているこ

とが考えられる。そこで、平成19年10月15日までは30rri水槽1面で養成していたが、 10月16日からは

養成密度を変えて20rri水槽、 30rri水槽各1面に分槽し、親魚養成を継続した。

また、交尾は行われているものの胎内で受精が成立していない原因として、昨年度まで産仔前であ

る冬季の最低水温を120Cに調整していたが、これは本種の生息海域である、本県日本梅の十三線で観

測された対馬暖流の最高水温の平均(3"'4月、 0'""-'100mで、約9"C)より高く、ウスメバルの受精から仔魚

の発生には高水温で、その障害となっている可能性が考えられた。

クロソイでは11月に水温約15"Cで交尾が行われ、 4月に雌の胎内で受精し仔魚の発生が進み、 5月に
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水温約12"Cで産仔が行われると報告されており@、また、ウスメバルについては本県日本海では12月

頃に交尾が行われ、産仔の盛期は4"-'5月であると報告されている抽。

このことから、正常な産仔を4月に得る目的で、平成19年11月~平成20年4月には、本県日本海の十

三線で観測された対馬暖流の最高水温の平均を参考に、その水温推移を約1ヶ月早めて養成水温を調

整し、最低水温は9"Cとした。

これら、養成密度と養成水温の見直しによる産仔状況を次年度に把握し、養成技術の向上に資する

こととしたい。

(3) 種苗生産

これまでのウスメバル種苗生産における生残率は、 0"-'51.1%と非常に不安定な状況であった。今年

度は5例の種苗生産を試みたが、 2例で2.3"-'2.ゆらの生残率を得たのみで、安定した種苗生産を行うこ

とは出来なかった。 3日令まで底掃除を行わなかった飼育事例があるので、この間のへい死尾数に不

明な部分があるが、 5例ともに飼育初期からへい死が続発し、その発生には顕著な傾向は見いだせな

かった。

生産不調の原因として、生産した稚魚が100%の割合で上顎骨が奇形であり、仔魚の質に問題があ

った可能性がある。

奇形を確認するため、イ子魚のサンプノレ(3%ホルマリン溶液固却を(独)水産総合研究センター宮古栽

培漁業センターへ送付し、二重(軟骨、硬骨)染色法による上顎骨の奇形発生状況の観察を依頼した。

その結果、 35日令前後から明瞭に染色でき、上顎骨の奇形が確認された(写真4、5)。それ以前の日令

のサンプルは染色状態が悪く、奇形状況を確認するには至らなかった。

クロソイの場合、仔魚の上顎骨は産仔前に既に形成が始まることから、ウスメノミルイ子魚の上顎骨の

奇形は、産仔前の胎内での発生時期に、天然水温より高い12"Cで親魚を養成していたため、その高水

温により胎内で仔魚の発生に異常をきたし、上顎骨の奇形を誘発していることが疑われた。

このことから、胎内で受精し仔魚の発生が進むと思われる、平成20年2月"-'3月には、ウスメバル親

魚の養成水温を、天然での水温と同じく、最低水温9"Cと見直した。

また、栄養強化剤が仔魚の上顎骨の奇形に影響していることを疑い、アルテミアの栄養強化剤を、

3/22群にはインデ、イベプラス(ジェイシーケイロウピン貿易(株)動を使用し、それ以外の群にはスーパ

ーカプセノレA-1(クロレラ工業(株)動を用い、その比較を試みたが、 3/22群が全滅したため、有意な結

果を得ることはできなかった。

写真4ウスメバル・透明楓本

3/23群・40日l齢・平均全長11.6mm

上積骨奇形個体

(写真提供:宮古栽培漁業センター)
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写真5クロソイ・透明標本・10日l齢

平均全長9.伽m・正常個体

(写真提供:宮古裁培語集センター)



(心仔魚のワムシ、アルテミアの摂餌及て丹南化に関する試験

① ワムシ摂餌試験

試験の結果から、日令の箇畠とともに摂餌量は増加するが、 5日令の飼育水温が1l.10Cでは、ワム

シを摂餌出来ない個体が出現したが、 7日令で飼育水温を12.2"Cとすることで、摂餌状況が良好に

なることが確認された。

本県日本海での産仔盛期と報告されている4"'5月の対馬暖流の最高水温の平均は、 Omで9"'1l"C

であるが3)、ウスメバルの種苗生産では、天然水温より高い12"C以上で仔魚の飼育を開始すること

が必要と考えられる。

② ワムシ飽食時間試験

試験の結果から、 6日令のウスメバル仔魚で、は、給餌後1'""""2時間の聞でワムシを飽食することが

確認された。

このことから、 6日令では給餌2時間後に、仔魚の消化管内のワムシ個体数を確認することで、仔

魚の摂僻伏況を把握することができ、適正なワムシ給餌量の参考とすることが出来る。

③ ワムシ消化時間誤験

試験の結果から、 7日令のウスメノミ/レイ子魚では、ワムシ給餌後7時間で、消化管内からほとんどの

ワムシ瑚同世されること拘観された。

なお、ウスメノミ/叫子魚に摂餌されたワムシは、給餌15分後の観察でも、披甲は消化され始めてお

り、ヲムシ生体の外形からは計数が難しいことから、本試験では仔魚の消化管内で消化されず、そ

のまま割問世されるワムシの岨噌器を計数している。

そのため、消化管内からのワムシ岨鴫器が排世される時聞が7時間であり、ウスメバル仔魚の消

化管内でワムシが消化さ才L、その栄養が吸収される時間は、これより短時間の内に行われていると

考えられる。

④ アルテミア摂餌誤験

試験の結果から、 12日令のウスメバル仔魚では、アルテミアを摂餌する個体と、摂餌できない個

体が混在することが確認された。

本試験の2日前、 10日令で平均全長6.4mm、全長範囲6.0'""""6.8mmで、あることから、この日令と全

長でウスメバル仔魚は、アルテミア摂餌が可能となり始めると考えられることから、量産飼育での

アルテミアの給餌は、 10日令を目安に開始すれば良いものと考えられる。

(5) 照度別飼育試験

試験の結果から、照度Oluxで、はウスメバル仔魚は生残出来ないこと湖麗認された。

種苗生産に使用しているE百P水槽では、側面からの光は入らないため、飼育水に生クロレラV12を

有効日することで、水槽内の照度は低下している。飼育水への生クロレラV12等の添加は、ウスメバル

に限らず他魚種の種苗生産でも、飼育初期の生残率を上げる効果があり、仔魚飼育水槽内の照度を下

げることは必要であるが、適度な照度は必要であることが確認された。

(ω 中間育成
平成16'"平成19年度の秋~翌年春までの中間育成における生残率は、69.3'""""97.8%と安定しており、

目立った魚病の発生が無く、また、クロソイに見られるような共食いが無いことから、成長による選

別を行う必要も無く、現在実施している方法で問題なく中間育成できるものと考えられる。

2種苗放流技術開発

今年度は、小泊で323尾、炉作で4，402尾の計4，725尾の標識放流を行った。平成15'""""平成19年までで

合計19，749尾の標識放流を行っているが、再捕報告は平成19年までに3例にとどまっていることから、

引き続き関係漁業者への周知を図り、再捕事例が増えることを期待したい(表20、21)。
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表20 ウスメバルの放流結果(平成15-平成19年)

年 実施機関名 月日
総放流尾敏 標織尾数

場所 標職種類
(尾) (尾)

増養殖研究所 1.000 1.000 権現崎沖魚礁設置海域 青色アンカー9グ

2003年
下前漁協

2003/6/13 1.000 1.000 権現略沖魚礁設置海域 青色アンカー9グ

983 983 権現崎沖魚礁設置海犠 赤色スハ.ゲ予ィ初'(刻印:7オ')2∞3)
下前漁協 2004/5125 4，781 1.997 下前漁協沖(D=40m)付近の並型魚礁上 赤色λハ.ゲティ灼'(刻印:7オ')2∞4)

2004年
小j自漁協 2004/6/11 

4.000 。 膏岩沖(D=40m)付近の天然礁よ
3.000 2.000 高層魚礁(D=100m)上 黄色スハ.ゲ予ィ灼'(刻印:7*')2∞4)

下前漁協 2005/6/27 617 617 下前沖天然礁(D=45m)上 赤色スパゲティ型グ(刻印 7オ')2∞5)
2005年

2005/4/15 2.153 406 小泊漁港内 青色アンカー聖グ(方切}

小泊漁協 2005/6/24 3.139 3.139 小泊沖天然礁上 青色アンカーヲグ

2005/6/27 1.931 1.931 小泊沖35m高層礁(D=100m)よ 黄色スパゲティ聖グ(刻印 7オリ2∞5)
却06年

小泊漁協 2006/6/23 1.156 1.156 小泊沖35m高層礁(D=100m)上 黄色アンカー事グ(片側切除)

鍾作漁協 2006/11/27 795 795 値作j中天然礁(D=51m)上 自アンカー聖グ

2007年
小泊漁協 2007/6/22 323 323 小泊漁港沖、七ツ石(D=7m)上 白色アンカー9グ(片側切除)

炉作漁協 2007/1111 4.402 4，402 炉作漁港内 黄色アンカー空グ

合計 29.280 19.749 

表21 ウスメバル標臓再捕結果

放流 再捕

実施機関名 年月日 標強尾数平均全長平均体重 年月日 再捕場所
全長 体重

漁業種類
(cm) (g) (cm) (g) 

増養殖研究所
2003/6/13 2.983 

11.7 26.1 
2003/7/17 

権現崎沖
13 43 刺網

下前漁協 13.0 38.6 水深40-70m

増養殖研究所
2003/6/13 2.983 

11.7 26.1 
2003/10/10 

権現崎沖
13.5 35 刺網

下前漁協 13目。 38.6 水深10m

41' 06.31' N 
下前漁協 2004/5/25 1，997 12.6 35.0 2005/5/25 140' 15.21' E 16.9 72 メ1¥ル一本釣り

水深51m

3養殖技術開発

脇野沢での飼育水温は6.8"'"'25.10Cの範囲であるが、冬期間は{財く温対策として陸上水槽を使用し、調

温海水で飼育しており、小泊での中間育成における冬期間の水温よりやや高い水温を維持した。給餌量

の日平均値を見ると、平成18年群の飼育を開始した平成18年10月は287gで、平成19年群の飼育を開始

した8月は205gであり、これは開始時の体重からすれば3.2"'"'4.0%であり、クロソイ中間育成の目安であ

る3"'"'4%7)と等しい。しかし、日毎の給餌量にはやや幅があり、実際の給餌に際しては魚群をよく観察

し、給餌量を調整することが必要と考えられる。

また、飼育開始から平成18年群は428日間、平成19年群は51日間の経過であるが、成長や肥満度は今

年度の中間育成試験と同レベルであり、秋~春期の脇野沢での飼育環境は、日本海沿岸での中間育成と

比較して十分なものと考えられる。
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